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「Yokohama Future Project」は、これまで「トライアスロン横浜大会」が継続開催してきた「絆」を未来に繋げるため、中止

となった「2020ITU世界トライアスロン・パラトライアスロンシリーズ横浜大会」に代わるワールドトライアスロン公認のイベントとして立ち

上げました。

コロナ禍でトライアスリートの大会への参加や運動機会が制限される中、皆様のトライアスロン大会等への参加のモチベーション向上

となるように、また、2021大会の新生活様式に即した大会開催に向けた安全対策の検証の場として4つの事業を実施しました。

Green Triathlon
横浜SDGs

山下公園を走ろう！
キッズファンラン

（GreenTriathlon内イベント）

横浜トライアスロンセミナー
2020

2020 ITU World 
Triathlon Yokohama 

Online

内 容

トライアスロンの普及と環境保
全の啓発を目的としたPRイベ
ントの開催

こども達の健康増進とトライアス
ロンの普及を目的としたランニン
グイベントの開催

トライアスロンおよびWTS横浜大会の
普及振興を目的とした「トライアスロン
セミナー」および「キッズトライアスロンク
リニック」の開催

2020横浜大会参加予定者
を対象にしたオンラインシステム
による「タイム記録計測会」の
開催

日 程

11月21日(土) 11月21日(土)
①11月23日（月・祝）
②12月6日(土)
③12月19日(日)

12月1日(火)～
1月11日（月・祝）

会 場

山下公園内おまつり広場周辺 山下公園内おまつり広場周辺
①スポーツクラブNAS茅ヶ崎
②横浜武道館
③日産スタジアム（新横浜公園）

参加者の練習環境による

対 象

―
①パラキッズ
②小学生～中学生

①トライアスロンセミナー：
WTS横浜大会参加者

②キッズトライアスロンクリニック：
市内小学3～6年生

2020WTS横浜参加予定者、
WTS横浜大会参加を目指す
方 ほか

参加料

なし なし
大人：2,500円
こども：1,000円

なし

参加人数

629人 23人
①大人21人／こども５人
②大人14人／こども７人
③大人17人／こども４人

①マイチャレンジ 1770回
②ワールドチャレンジ 549回

ゲスト

上田藍選手 上田藍選手
①井出樹里選手
②田山寛豪氏
③細田雄一選手／木村潤平選手

海外エリート選手
36の国と地域

講 師

松山アヤト氏（MC含む） 松山アヤト氏

①②
田中文也氏（湘南ベルマーレ選手兼コーチ）

松山アヤト氏（株式会社TRY-A代表）
③
浅海健太選手（サニーフィッシュ）
松山アヤト氏（株式会社TRY-A代表）
久保田章氏（横浜ラストラーダJrコーチ）

―

主 管

― KnTU／YTA KnTU／YTA ―

4つの事業と実施概要1

実施概要

7. Yokohama Future Project について
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項 目 内 容

開催名 Green Triathlon 横浜SDGs

目 的

一般来場者へ向けたトライアスロンの普及・環境保全の啓発を目的とし、持続可能な開発目標（SDGs）の「海の豊
かさを守ろう」をメインテーマとしたPRイベントを開催しました。イベント内ではコロナ禍の「新しい生活様式」を紹介し、皆
が安心して生活できる未来へ向けて、自分たちにできることを考える機会としました。また、コロナウイルス感染症に対する
安全対策手法を構築し、本イベントで検証を行いました。

日 程 2020年11月21日(土) 11:00～15:00

場 所 山下公園おまつり広場

主 催 世界トライアスロンシリーズ横浜大会組織委員会

協 力
神奈川県トライアスロン連合、横浜市トライアスロン協会、横浜ラポール、横浜市資源循環局中事務所、
横浜市環境科学研究所、横浜こどもスポーツ基金事務局、スポーツアシスト、横浜レンタル、IHI検査計測、
横浜市温暖化対策統括本部SDGs未来都市推進課

ゲスト 上田藍選手（北京・ロンドン・リオオリンピック日本代表）

助 成 日本スポーツ振興センター、横浜こどもスポーツ基金、ミズノスポーツ振興財団

実施内容

トライアスロンおよび環境保全に関するPRブースの出展。オリンピアン参加のトークショーやキッズファンランイベントの実施。

PRブース：
①お絵描きマイバッグワークショップ ②ランニングマスクワークショップ ③環境科学研究所
④パラトライアスロン ⑤横浜こどもスポーツ基金 ⑥トライアスロングッズ販売 ⑦WTS横浜大会

特別企画：
①山下公園を走ろう！キッズファンラン
新しい生活様式に基づいたランニング方法の実践（事前申込制）

②トークショー「トライアスロンと横浜の海 ～きれいで豊かな海づくり～」

安全対策

会 場
LINEコロナお知らせシステムの利用・QRコード掲示、ブース間の距離確保、 各ブースに消毒液設置、
備品の消毒、マスクの配付、混雑時の入場制限、フットマーク設置、入口での検温、ワークショップ受
付にビニールカーテン設置

来場者 検温実施、マスク着用、各ブースでの手指消毒、待機中のソーシャルディスタンス

スタッフ 2週間の健康チェック、マスク着用、検温・手指消毒

強風予想に
よる

開催判断

11/20(金)
14:00 施工業者へ強風対策の準備を指示
17:00 危機管理対策会議にて、開催方針を決定

11/21(土)
07:00  山下公園にて風速の確認。開催を決定（風速3.8m：横浜気象台発表）
12:30  安全上の観点からエアーアーチを撤去。（風速6.0m：横浜気象台発表）
13:45 安全上の観点からのぼり旗、スウィングバナーを撤去（風速7.6m：横浜気象台発表）

参加者

来場者 629名 ※入場時の検温者数

参加者
キッズファンラン 23名
マイバッグワークショップ 20名
ランニングマスクワークショップ 23名

配 信 トライアスロン公式チャンネル（YouTube）で配信

実施概要1

実施概要

7. Yokohama Future Project 「Green Triathlon 横浜 SDGs」
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検温の実施1

消毒（入場時の手指の消毒・各ブースに消毒液の設置・使用備品の消毒等）2

ソーシャルディスタンス（フットマークの設置・ビニールカーテンの設置・スタッフの巡回等）3

マスクの着用4

開催にあたり、スタッフは２週間前から健康チェック、マスク着用・消毒の徹底を行い、会場でも同様に検温・マスク着用・消毒を実施し

ました。また、啓発看板の設置やセーフティーキーパーの巡回等を行いました。

安全対策の一例 （Green Triathlon/キッズファンラン）

7. Yokohama Future Project 「Green Triathlon 横浜 SDGs」
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トライアスロングッズ販売7 WTS横浜大会8

横浜こどもスポーツ基金3 日本モルック協会（横浜こどもスポーツ基金）4

環境科学研究所5 横浜ラポール6

お絵描きマイバッグワークショップ1

トライアスロンの紹介、環境配慮の取り組み紹介などスポーツアシストによるトライアスロングッズの販売など

ハンドサイクルや競技用車イス等の展示および体験など横浜の海の環境についての動画放映、よこはまの海の生き物クイズなど

フィンランドのスポーツ「モルック」の体験コーナー横浜こどもスポーツ基金の紹介、募金活動、モルック体験など

お絵描きマイバッグの作成体験、海洋プラスチック映像放映など

主な実施内容 ① PRブース

7. Yokohama Future Project 「Green Triathlon 横浜 SDGs」

ランニングマスクワークショップ2

Tシャツから作るランニングマスク作成体験、新しい生活様式の紹介など
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山下公園を走ろう！キッズファンラン1

WTS横浜大会で2度も表彰台にあがったオリンピアンの上田藍選手をゲストに招き、事前申込制で小・中学生を対象としたファン

ランイベントを同時開催しました。コロナ禍での新しい生活様式に基づき、キッズたちが自分たちで作ったマスクを着用し、マナーを

守って楽しく山下公園を駆け抜けました。（詳細は「キッズファンラン」の報告ページをご覧ください）

トライアスロンと横浜の海を考える、トークショーの開催2

トライアスロンを契機に横浜市等が実施する水質改善の取り組みや、山下公園前海域の生物の多様性について、トークが展開され
ました。その中で上田藍選手は、スイム競技中に出会った魚の話を切り口に「横浜の海にも魚の住処があり、その海をお借りして
トライアスロンができているということを改めて感じた。自然と共存し、感謝しながら競技に取り組んでいきたい。」とお話しされ、その場に
いる観客やスタッフにとっても、自然環境に意識を向けるきっかけとなりました。

日時 11月21日(土)12:00～12:30

テーマ 「トライアスロンと横浜の海～きれいで豊かな海づくり～」

M C 江口桃子

進行 松山アヤト

登壇
上田藍（トライアスリート）
古川恵太（海辺つくり研究会理事長）
浦垣直子（横浜市環境科学研究所）

主な実施内容 ② 特別企画

7. Yokohama Future Project 「Green Triathlon 横浜 SDGs」
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Green Triathlon
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実施概要1

項 目 内 容

開催名 山下公園を走ろう！キッズファンラン

概 要
Tシャツから作ったオリジナルマスクを着用したこども達が、WTS横浜大会フィニッシュエリアをイメージしたブルーカー
ペット上を走る、キッズ向けファンランイベントの実施。

目 的
WTS横浜大会及びトライアスロンのPRを行うとともに、こども達にリデュース（減らす）リユース（再利用）リサイクル
（再資源化）の3Rを考えてもらう機会を創出しました。また、コロナ禍で行動が制限されてしまったこども達に、トップ
アスリートとの運動機会を提供しました。

日 程
2020年11月21日（土）
【パラキッズ】 11:00～11:50／【13時の回】13:00～13:50／【14時の回】14:00～14:50

場 所 山下公園おまつり広場

主 催 世界トライアスロンシリーズ横浜大会組織委員会

ゲスト 上田 藍 選手（北京・ロンドン・リオオリンピック日本代表）

助 成 日本スポーツ振興センター、横浜こどもスポーツ基金、ミズノスポーツ振興財団

主 管 神奈川県トライアスロン連合（KnTU）、横浜市トライアスロン協会（YTA）

内 容

オリジナルマスク作成（前半20分） ファンラン（後半30分）

新しい生活様式に応じた取り組みとして、Ｔシャツの袖を活
用したマスク（ランニングマスク）を参加者全員で
作成しました。

自分で作ったオリジナルマスクを着用して、直線50ｍの
ブルーカーペット上を、こども達がソーシャルディスタンスを
守りながら、楽しく駆け抜けました。

参加者 計23名（パラキッズ：3名、13時の回 ：9名、14時の回：11名）

料 金 無料

講 師 松山 アヤト 氏（トライアスロン元日本代表）

スタッフ 計7名（講師：１名、ゲスト：1名、KnTU・YTA：4名、看護師 1名）

参加条件
実施日14日前【11月7日(土)】からのご自身の健康状態（体温を含む）について主催者へ提出
※付き添いの保護者の方も健康チェックへの同意

安全対策

会場 消毒液設置、マスクの配付、フットマーク設置、受付にてビニールカーテン設置

参加者 オンラインでの健康チェック、マスク着用、手指消毒、待機中・実施中のソーシャルディスタンス

スタッフ 健康チェック、マスク着用、検温・手指消毒

配 信 トライアスロン公式チャンネル（YouTube）で配信

所 感

快晴の中、多くのスタッフや観客に見守られながらイベントが開催されました。
参加いただいたこども達や保護者の皆さまからは、「マスク作成がとても楽しかったと子供が大興奮だった」「ブルーカーペッ
トの上を走るという体験はとても思い出に残るイベントだった」「上田選手と一緒に走れたことが嬉しかった」などの
お声を頂き、「ウィルス対策が徹底されていて安心して参加できた」という感想もありました。

実施概要

7. Yokohama Future Project 「山下公園を走ろう！キッズファンラン」
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オリジナルマスクの作成1

パラキッズ（11時スタート）2

7. Yokohama Future Project 「山下公園を走ろう！キッズファンラン」

実施風景
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キッズファンラン（13時・14時スタート／計2回実施）3

オリンピアン上田藍選手との交流4

7. Yokohama Future Project 「山下公園を走ろう！キッズファンラン」

実施風景
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実施概要1

項 目 内 容

開催名 横浜トライアスロンセミナー2020～スイムセミナー＆キッズスイムセミナー～

概 要 一般向けへトライアスロンのスイムに特化したセミナーと子ども向けの実技セミナーの実施を行なう

目 的
トライアスロン及びWTS/WPS横浜大会の普及振興を行うとともに、コロナウイルス感染症に対する安全対策手法を
構築し、本イベントで検証を行うことを目的としました

日 程 2020年11月23日（月祝）14:00～15:30

場 所 スポーツクラブNAS茅ヶ崎（茅ヶ崎市新栄町9-9 喜久本プラザ4F）

主 催 世界トライアスロンシリーズ横浜大会組織委員会

協 力 スポーツクラブNAS株式会社

ゲスト 井出 樹里選手（北京・ロンドンオリンピック日本代表）

助 成 日本スポーツ振興センター、横浜こどもスポーツ基金、ミズノスポーツ振興財団

主 管 神奈川県トライアスロン連合（KnTU）、横浜市トライアスロン協会（YTA）

内 容

スイムセミナー（一般対象） キッズスイムセミナー（小学生対象）

トライアスロン競技のスイムに特化したワンポイント講義。
レース本番に使える技術を習得することを目標にします。

小学生対象のスイム実技セミナー。
オリンピアンから直接指導を受けることが出来ます！
目指せオリンピック！

参加者 21名 5名

料 金 2,500円（税込・保険料含む） 1,000円（税込・保険料含む）

講 師 田中 文也氏（湘南ベルマーレ選手兼コーチ） 松山 アヤト氏（株式会社TRY-A代表）

スタッフ 【KnTU・YTA】4名 【看護師】1名 【事務局】8名

参加条件
実施日14日前【11月9日(月)】からのご自身の健康状態（体温を含む）について主催者へ提出
※付き添いの保護者の方も健康チェックへの同意

安全対策

会場 消毒液設置、マスクの配付、フットマーク設置、受付にてアクリル板設置

来場者
オンラインでの健康チェック※、マスク着用、手指消毒、待機中・実施中のソーシャルディスタンス
※※特別にNTT東日本のWi-Fiを設置しました

スタッフ 健康チェック、マスク着用、検温・手指消毒、プールマスク着用（入水スタッフ）

取 材 テレビ神奈川（11月23日（月祝）21:50～ tvkニュースにて放送）

配 信 トライアスロン公式チャンネル（YouTube）で配信

所 感

参加者からはオリンピアンである井出選手と一緒に泳ぐことができて良かった、コロナ禍で大会参加機会がない中でもモ
チベーションアップに繋がったなどポジティブな感想を多く頂きました。
オンラインでの健康チェックやスタッフのプールマスク着用など感染症拡大防止策を徹底した上での開催ができ、参加
者・講師・スタッフの笑顔があふれるセミナーとなりました。

7. Yokohama Future Project 「横浜トライアスロンセミナー2020（スイム）」

実施概要
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オンラインでの健康チェック3

当日検温と消毒2

スタッフのプール用マスクの着用5

ソーシャルディスタンス（フットマーク設置）4

受付時・アクリル板の設置1

来場者・スタッフのマスク着用の徹底6

安全対策の一例

7. Yokohama Future Project 「横浜トライアスロンセミナー2020（スイム）」
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実施風景

7. Yokohama Future Project 「横浜トライアスロンセミナー2020（スイム）」
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実施概要1

項 目 内 容

開催名 横浜トライアスロンセミナー2020 ～ランセミナー＆キッズランセミナー～

概 要 一般向けへトライアスロンのランに特化したセミナーと子ども向けの実技セミナーの実施を行なう

目 的
トライアスロン及びWTS/WPS横浜大会の普及振興を行うとともに、コロナウイルス感染症に対する安全対策手法を
構築し、本イベントで検証を行うことを目的としました

日 程 2020年12月６日（日）9:30～13:00（第1回 9:30～11:00／第2回 11:30～13:00）

場 所 横浜武道館（横浜市中区翁町二丁目９番10号）

主 催 世界トライアスロンシリーズ横浜大会組織委員会

ゲスト 田山寛豪氏（アテネ・北京・ロンドン・リオオリンピック日本代表）

助 成 日本スポーツ振興センター、横浜こどもスポーツ基金、ミズノスポーツ振興財団

主 管 神奈川県トライアスロン連合（KnTU）、横浜市トライアスロン協会（YTA）

内 容

ランセミナー（一般対象） キッズランセミナー（小学生対象）

トライアスロン競技のランに特化したワンポイント講義。
レース本番に使える技術を習得することを目標にします。

小学生対象のラン実技セミナー。
オリンピアンから直接指導を受けることが出来ます！
目指せオリンピック！

参加者 14名（第1回 10名／第2回 4名） ７名（第1回 2名／第2回 5名）

料 金 2,500円（税込・保険料含む） 1,000円（税込・保険料含む）

講 師 田中 文也氏（湘南ベルマーレ選手兼コーチ） 松山 アヤト氏（株式会社TRY-A代表）

スタッフ 【KnTU・YTA】4名 【看護師】1名 【事務局】8名

参加条件
実施日14日前【11月22日(日)】からのご自身の健康状態（体温を含む）について主催者へ提出
※付き添いの保護者の方も健康チェックへの同意

安全対策

会場 消毒液設置、マスクの配付、フットマーク設置、受付にてアクリル板設置

来場者 オンラインでの健康チェック、マスク着用、手指消毒、待機中・実施中のソーシャルディスタンス

スタッフ 健康チェック、マスク着用、検温・手指消毒

配 信 トライアスロン公式チャンネル（YouTube）で配信

所 感

参加者からは「将来オリンピックを目指す！」との熱い想いや来年大会参加に向けてのフォーム固めを継続していきたい
など、ポジティブな感想を多く頂きました。当日はアリーナや3F観客席通路を最大限活用することでソーシャルディスタン
スの確保をすることができました。
オンラインでの健康チェックやスタッフ・参加者はマスク着用をするなど感染症拡大防止策を徹底した上での開催ができ、
参加者・講師・スタッフの笑顔があふれるセミナーとなりました。

実施概要

7. Yokohama Future Project 「横浜トライアスロンセミナー2020（ラン）」
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ランニングエチケットの啓発2

ソーシャルディスタンス（フットマーク設置）3

受付・アクリル板の設置1

オンラインでの健康チェック4

安全対策の一例

7. Yokohama Future Project 「横浜トライアスロンセミナー2020（ラン）」
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実施風景

7. Yokohama Future Project 「横浜トライアスロンセミナー2020（ラン）」
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実施概要1

項 目 内 容

開催名 横浜トライアスロンセミナー2020～バイクセミナー＆パラキッズセミナー～

概 要
一般向けへトライアスロンのバイクに特化したセミナーと主に障がいのある子ども向けに体を動かす楽しさを感じていただく
セミナーの実施を行なう

目 的
トライアスロン及びWTS/WPS横浜大会の普及振興を行うとともに、コロナウイルス感染症に対する安全対策手法を構
築し、本イベントで検証を行うことを目的としました

日 程 2020年12月19日（土）9:30～13:00（第1回 9:30～11:00／第2回 11:30～13:00）

場 所 日産スタジアム（横浜市港北区小机町3300）

主 催 世界トライアスロンシリーズ横浜大会組織委員会

ゲスト
バイク：細田 雄一選手（ロンドンオリンピック日本代表）
パラキッズ：木村 潤平選手（リオデジャネイロパラリンピック出場）

助 成 日本スポーツ振興センター、横浜こどもスポーツ基金、ミズノスポーツ振興財団

主 管 神奈川県トライアスロン連合（KnTU）、横浜市トライアスロン協会（YTA）

内 容

バイクセミナー（一般対象） キッズバイクセミナー（小学生対象）

トライアスロン競技のバイクに特化したワンポイント講義。
レース本番に使える技術を習得することを目標にします。

パラスポーツを通して日常的に体を動かす方法を体験
します。

会 場 西ゲート前広場（4F） 室内走路

参加者 17名（第1回 8名／第2回 9名） 4名（第1回 1名／第2回 3名）

料 金 2,500円（税込・保険料含む） 無料

講 師 浅海健太選手（サニーフィッシュ）
松山アヤト氏（株式会社TRY-A 代表）
久保田章氏（横浜ラストラーダJr コーチ）

スタッフ 計14名（KnTU・YTA：5名、看護師：1名、事務局：8名）

参加条件
実施日14日前【12月5日(土)】からのご自身の健康状態（体温を含む）について主催者へ提出
※付き添いの保護者の方も健康チェックへの同意

安全対策

会場 消毒液設置、マスクの配付、フットマーク設置、受付でのアクリル板設置

来場者 オンラインでの健康チェック、マスク着用、手指消毒、待機中・実施中のソーシャルディスタンス

スタッフ 健康チェック、マスク着用、検温・手指消毒

感染症拡大
による

開催判断

12月17日（木）17:00
危機管理対策会議にて開催可否基準について確認。

12月18日（金）17:00
危機管理対策会議にて開催を決定。公式HPにて開催する旨を発表するとともに、参加者へ体調不良時には参加を見合わせること、
ご参加いただく場合には改めて健康チェックいただくことをメール通知。全スタッフ・関係者へも同内容を発信。

取 材 NPO法人国際障害者スポーツ写真連絡協議会 パラフォト

配 信 トライアスロン公式チャンネル（YouTube）で配信

所 感

コロナ禍により練習・運動機会が失われている中、安全対策を講じながらの開催をしたことで参加者からは「このような
中でも実施できたこと」への感謝の言葉をいただくことができました。
また日産スタジアムにご協力いただき、施設の利用調整から現地での事前告知・当日対応までしていただいたことで、
公園利用者との干渉なくソーシャルディスタンスを保った実施ができました。オンラインでの健康チェックやスタッフ・参加者
はマスク着用をするなど感染症拡大防止策を徹底した上での開催ができ、参加者・講師・スタッフの笑顔があふれるセミ
ナーとなりました。

実施概要

7. Yokohama Future Project 「横浜トライアスロンセミナー2020（バイク）」
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オンラインでの健康チェック2

ソーシャルディスタンス（フットマーク設置）3

受付・アクリル板の設置1

バイク走行における安全対策5

消毒アイテムの配置4

安全対策の一例

7. Yokohama Future Project 「横浜トライアスロンセミナー2020（バイク）」
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写真提供： PARAPHOTO 秋富哲生

実施風景（パラキッズセミナー）

7. Yokohama Future Project 「横浜トライアスロンセミナー2020（バイク）」
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実施風景（バイクセミナー）

7. Yokohama Future Project 「横浜トライアスロンセミナー2020（バイク）」
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Green Triathlon

P.23
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実施概要1

開催名 2020 ITU World Triathlon Yokohama Online

概 要 2020横浜大会参加予定者を対象にしたオンラインによる「タイムと距離」の記録計測会

目 的
コロナ禍でトライアスリートやこどもたちの大会への参加や運動機会が制限される中、このような状況でも
皆様に「トライアスロン」を身近に感じてもらい、モチベーションのアップや今後の目標設定につながるように、
オンラインによるトライアスロンイベントを開催しました。

日 程 2020年12月1日(火)～ 2021年1月11日（祝・月）

料 金 無料

主 催 世界トライアスロンシリーズ横浜大会組織委員会

助 成 日本スポーツ振興センター、横浜こどもスポーツ基金、ミズノスポーツ振興財団

内 容

マイチャレンジ ワールドチャレンジ

規定の距離に挑戦した際のベストタイムを入力で
きます。また、他の参加選手の記録を一覧で
確認することができます。

マイチャレンジには、国内エリート選手、海外
エリート選手が参加しました。

期間中、スイム、バイク、ランに挑戦した距離を入力
することができます。また、参加者全員の距離を合計
した分、世界トライアスロンシリーズの開催都市を
地図上で転戦し、参加者全員で協力して1周（約
93,000km）を目指しました。

対象カテゴリーと規定距離
・エイジ・エイジパラ（小学生・中学生）
スイム 400m （ 200m）
バイク 20km （ 10km）
ラン ５kｍ（ 2km)

計測場所
参加者の練習環境で測定可能な場所

タイム入力
対象種目（規定距離）のベストタイムを登録
フォームへ入力します。

※一種目のみのタイム入力も可能です。
※タイムは自己申告となります。

対象カテゴリー
・エイジ
・エイジパラ
・小学生
・中学生

計測場所
参加者の練習環境で測定可能な場所

距離入力
登録フォームに日ごとに計測した距離を入力します。

※距離の入力は自己申告となります。

参加国・地域数 36の国と地域

参加回数 1770回 549回

所 感

横浜大会として初の試みとなり、ワールドトライアスロンの公認を得て開催することができました。また、ワール
ドトライアスロンの会長を通じて、各NF(国内競技連盟)にエリート選手参加の協力を得ることができました。
エリート選手に関しては、世界36の国と地域から、コロナ禍にも関わらず多くの方に参加していただきました。

マイチャレンジ
ランのみチャレンジする方や、バイクのみ参加される方もいて、単純にトライアスリートのみの参加ではなく、ト
ライアスロンを経験していない方も参加をしていただけた。
競技性を出さずにベストタイムの記録を入力したことで、安全面には注意して実施できた半面、実際の競技
のような達成感を得られることは難しかった。

ワールドチャレンジ
参加いただいた方には日々の記録を入力いただけたことで、Step1を無事にクリアすることができた。

今後の展望
特別な設備やシステムの導入の必要がなく、誰でも参加しやすい本イベントは、新生活様式に対応した
イベントの1つとして新しい取り組みとなりました。引き続き、トライアスロンの普及や運動機会の提供に向け
て、より参加しやすい方法や仕組みを検討していきたいと思います。

実施概要

７.Yokohama Future Project 「2020 ITU World Triathlon Yokohama Online」
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実施内容

新規画面1

新規登録画面 マイページログイン

マイページ画面2

７.Yokohama Future Project 「2020 ITU World Triathlon Yokohama Online」
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実施内容

マイチャレンジ画面（リザルト）3 ワールドチャレンジ画面（マップ）4

完走証6ワールドチャレンジ画面（距離入力）5

７.Yokohama Future Project 「2020 ITU World Triathlon Yokohama Online」


